






　
石
川
県
の
地
域
医
療
再
生
計
画
に
基
づ
き
、医

療
従
事
者
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
や
専
門
能
力
を
向
上

さ
せ
る
た
め
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
、生
涯
教
育

を
目
的
と
し
て
２
０
１
３
年
に
設
置
さ
れ
た
金
大

病
院
Ｃ
Ｐ
Ｄ
※

セ
ン
タ
ー
。
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
、石
川

県
内
全
て
の
医
師
・
看
護
師
ら
が
生
涯
に
わ
た
り

医
療
技
術
を
深
く
究
め
る
こ
と
が
で
き
る
実
技
研

修
の
場
で
す
。

　
施
設
は
、シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
室
を
中
心
に
、研

修
ゾ
ー
ン
、休
憩
・
交
流
ゾ
ー
ン
、管
理
ゾ
ー
ン
に

分
か
れ
て
い
ま
す
。
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
室
に
は
、

最
先
端
の
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
設
置
し
、内
視
鏡
治
療
、

腹
腔
鏡
治
療
、血
管
内
治
療
な
ど
、よ
り
質
が
高

く
、安
全
な
医
療
に
対
応
す
る
た
め
の
、高
度
な

技
術
を
持
っ
た
専
門
医
の
育
成
を
め
ざ
し
て
い
ま

す
。

　
セ
ン
タ
ー
設
置
の
狙
い
は
、大
き
く
三
つ
。
一

つ
は
、
医
療
人
の
育
成
と
生
涯
教
育
を
図
る
こ

と
。
二
つ
目
は
、バ
ー
チ
ャ
ル
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー

を
活
用
し
、医
療
人
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
、医
療
水

準
の
向
上
を
図
る
こ
と
。
三
つ
目
は
、Ｉ
Ｔ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
、地
域
医
療
に
貢
献
す
る
こ

と
で
す
。
整
備
さ
れ
た
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

で
、能
登
な
ど
遠
隔
地
の
医
師
が
高
精
細
度
Ｔ
Ｖ

会
議
シ
ス
テ
ム
を
通
じ
て
研
修
に
参
加
し
、遠
隔

で
臨
床
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
加
え

て
、医
療
人
材
育
成
・
生
涯
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

充
実
さ
せ
る
こ
と
で
、医
師
・
看
護
師
不
足
の
解

消
と
安
定
的
な
確
保
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、臨
床

研
修
医
や
看
護
師
、一
時
離
職
者
ら
へ
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
・
復
職
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
設
け
る
な
ど
、広

く
医
療
人
に
開
か
れ
た
施
設
と
し
て
、地
域
の
期

待
に
応
え
て
い
き
ま
す
。

※C
ontinuing P

rofessional D
evelopm

ent

（
継
続
的
専
門
職
業
能
力
開
発
）の
略

バーチャルリアリティ血管内治療 
トレーニングシミュレーター

※ MAP は P.15 参照

地
域
に
開
か
れ
た
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、機
能
的
な

医
療
支
援
施
設
を
め
ざ
し
ま
す
。

がん進展制御研究所
金沢市角間町
金沢市宝町13-1(腫瘍制御分野・腫瘍内科研究分野)
TEL(076)264-6700
E-mail:y-somu@adm.kanazawa-u.ac.jp
http://www.kanazawa-u.ac.jp/~ganken/

金大病院CPDセンター
金沢市宝町13番1号　金沢大学附属病院外来診療棟4階
TEL(076)265-2991　
E-mail:cpdcenter@adm.kanazawa-u.ac.jp
http://web.hosp.kanazawa-u.ac.jp/cpd/inq/index.html

金
大
病
院
C
P
D
セ
ン
タ
ー
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ら
共
同
研
究
の
要
望
が
多
数
あ
っ
た
こ
と
も
、拠

点
化
の
後
押
し
と
な
り
ま
し
た
。

　
特
徴
は
、﹁
ヒ
ト
が
ん
組
織
バ
ン
ク
３※

﹂
、﹁
マ

ウ
ス
発
が
ん
モ
デ
ル
組
織
バ
ン
ク
４※

﹂
な
ど
を
活

用
し
た
共
同
利
用
・
共
同
研
究
の
推
進
で
す
。
特

に
、マ
ウ
ス
発
が
ん
モ
デ
ル
組
織
バ
ン
ク
は
、本

研
究
所
が
開
発
し
、世
界
で
唯
一
保
有
し
て
い
る

も
の
で
、学
内
外
に
広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、共
同
利
用
可
能
な
機
器
と
し
て
、自
動
細

胞
解
析
分
取
装
置
、実
験
動
物
用
Ｘ
線
Ｃ
Ｔ
装
置

や
、
病
理
組
織
標
本
作
製
シ
ス
テ
ム
な
ど
が
そ

ろ
っ
て
い
ま
す
。
２
０
１
１
年
と
13
年
に
は
共
同

研
究
の
成
果
が
、
世
界
最
高
峰
の
学
術
雑
誌

﹃Cancer Cell
﹄
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　
が
ん
の
﹁
転
移
﹂・﹁
薬
剤
耐
性
﹂
に
焦
点
を
当

て
た
研
究
施
設
は
国
際
的
に
も
少
な
く
、共
同
利

用
・
共
同
研
究
拠
点
と
な
っ
た
こ
と
で
、国
内
外

の
大
学
な
ど
と
の
連
携
に
よ
り
、今
後
さ
ら
に
独

自
性
の
高
い
研
究
成
果
を
挙
げ
て
い
く
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　
金
沢
大
学
が
ん
進
展
制
御
研
究
所
は
、国
立
大

学
附
置
研
究
所
の
な
か
で
唯
一
、＂
が
ん
＂研
究
に

主
軸
を
お
く
研
究
所
で
、全
国
の
研
究
者
と
の
共

同
研
究
を
と
お
し
て
、わ
が
国
の
が
ん
研
究
や
治

療
の
進
展
に
貢
献
す
る
、共
同
利
用
・
共
同
研
究

拠
点
１※ 

で
す
。

　
２
０
１
１
年
度
に
﹁
が
ん
の
転
移
・
薬
剤
耐
性
２※ 

に
関
わ
る
先
導
的
共
同
研
究
拠
点
﹂
と
し
て
文
部

科
学
省
か
ら
認
定
を
受
け
、同
時
に
が
ん
の
悪
性

進
展
過
程
と
総
称
さ
れ
て
い
る
転
移
・
薬
剤
耐
性

の
克
服
を
め
ざ
し
て
、﹁
が
ん
研
究
所
﹂
か
ら
﹁
が

ん
進
展
制
御
研
究
所
﹂
に
改
称
し
ま
し
た
。

　
が
ん
の
治
癒
・
治
療
を
困
難
に
す
る
要
因
と
し

て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、が
ん
の
転
移
と
薬
剤
耐
性

で
す
。
本
研
究
所
で
は
、こ
れ
ら
の
仕
組
み
の
解

明
や
そ
れ
に
基
づ
い
た
治
療
に
つ
な
が
る
研
究
に

力
を
注
い
で
い
ま
す
。
他
大
学
な
ど
の
研
究
者
か

全
国
共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点
と
し
て
、
が
ん
の
転
移
や
薬
剤
耐
性
に
関
わ
る
先
導
的
な
共
同
研
究
、

が
ん
の
基
礎
研
究
や
医
薬
開
発
に
つ
な
が
る
先
端
研
究
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

※
1 

日
本
の
学
術
研
究
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
、
国
公
私
立
大

学
を
通
じ
て
研
究
者
が
共
同
で
研
究
を
行
う
体
制
の
整
備

を
目
的
と
し
て
、２
０
０
８
年
、
文
部
科
学
省
に
よ
り
創
設

さ
れ
た
制
度
。

※
2 

薬
剤
に
対
し
て
抵
抗
性
を
も
持
ち
、
こ
れ
ら
の
薬
剤
が
効
か

な
い
、
あ
る
い
は
効
き
に
く
く
な
る
現
象
。

※
3 

５
年
間
経
過
観
察
さ
れ
、
臨
床
デ
ー
タ
も
完
備
し
て
い
る
症

例
か
ら
得
ら
れ
た
組
織
試
料
や
、
脳
転
移
巣
・
骨
転
移
巣
標

本
な
ど
の
極
め
て
珍
し
い
標
本
も
あ
る
。

※
4 

マ
ウ
ス
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
発
が
ん
モ
デ
ル
か
ら
得
ら
れ
た

組
織
バ
ン
ク
。
組
織
標
本
、D

N
A

、R
N

A

、タ
ン
パ
ク
資
料

が
あ
る
。

が
ん
進
展
制
御
研
究
所

DNA シーケンサー

　腫瘍遺伝学研究分野で，遺伝子改変マウスを用いた腫
瘍の発生・悪性化に関わる研究をしています。組織標本
作製システムやDNAシーケンサーなどを，多いときには
週に2，3回程利用しています。イメージングサイトメー
ターなどの最新の共同利用機器が多く揃っているため，
充実した設備環境下で研究を行うことができます。

タンパク質相互作用解析システム

慶應義塾大学
医学研究科先端医科学研究所
博士課程 2 年

前田 祐介さん

User's 
voice
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ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
（
個
人
）
や
部
門
別

優
勝
な
ど
、
輝
か
し
い
結
果
を
残
し
て
き

た
。「
先
輩
方
の
よ
う
に
全
国
大
会
に
出

場
し
、
結
果
を
残
し
た
い
」
と
話
す
の
は

代
表
の
金き

ん

原ば
ら

拓
矢
さ
ん
（
経
済
学
類
3

年
）。
現
在
の
部
員
の
ほ
と
ん
ど
は
未
経

験
者
だ
っ
た
が
、
基
本
技
で
あ
る
「
打

ち
」
に
加
え
ス
テ
ッ
プ
の
練
習
を
重
視

し
、
速
さ
と
突
進
力
を
鍛
え
て
い
る
。
目

標
は
再
度
の
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
輩

出
と
、
団
体
戦
優
勝
だ
。

「
た
だ
練
習
を
こ
な
す
だ
け
で
な
く
、
意

味
を
考
え
て
や
ら
な
け
れ
ば
強
く
な
れ
な

い
」
と
先
輩
か
ら
の
教
え
を
実
践
す
る
上う

江え

洲ず

幹
子
さ
ん
（
地
域
創
造
学
類
3
年
）。

そ
ん
な
彼
女
ら
を
指
導
す
る
顧
問
は
本
学

の
Ｏ
Ｂ
で
、
創
部
者
だ
。
ま
た
、
大
会
で

知
り
合
っ
た
他
大
学
な
ど
の
選
手
と
合
同

で
練
習
す
る
こ
と
も
あ
り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
は
ど
ん
ど
ん
広
が
っ
て
い
る
。

ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ
の
楽
し
さ
に
魅

せ
ら
れ
突
き
進
ん
で
い
く
小
太
刀
護
身
道

部
。
今
後
の
活
躍
に
大
い
に
期
待
し
た

い
。

ス
マ
ッ
シ
ュ
の
コ
ー
ス
を
狙
っ
た
り
と
、

戦
略
性
が
あ
る
と
こ
ろ
が
魅
力
で
す
」
と

部
長
の
坂
井
文
哉
さ
ん
（
電
子
情
報
学
類

3
年
）。
部
員
ら
は
練
習
後
も
熱
心
に
話

し
合
う
な
ど
、
生
粋
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
好

き
ば
か
り
だ
。

部
旗
に
は
、
大
き
く
「
精
神
一
到
」
の

文
字
が
。
精
神
を
集
中
す
れ
ば
で
き
な
い

こ
と
は
な
い
と
い
う
意
味
で
、
も
っ
と
強

く
な
り
た
い
と
の
想
い
で
シ
ャ
ト
ル
を
打

ち
込
む
部
員
ら
の
姿
と
重
な
る
。

「
練
習
は
本
番
を
意
識
し
て
、
本
番
は
練

習
ど
お
り
」
と
心
が
け
、
メ
ン
タ
ル
面
の

強
化
に
も
力
を
注
ぐ
。
そ
し
て
、
仲
間
同

士
で
声
を
出
し
合
い
、
気
持
ち
を
盛
り

た
て
る
。「
団
体
戦
は
応
援
が
影
響
し
ま

す
。
最
後
ま
で
勝
ち
を
信
じ
、
全
力
で
応

援
し
ま
す
」
と
、
メ
ン
バ
ー
の
山
本
近ち

か
ら来

さ
ん
（
物
質
化
学
類
2
年
）
は
語
る
。
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
へ
の
熱
い
想
い
、
練
習
で
培

っ
た
技
術
と
精
神
力
で
、
こ
れ
か
ら
も
勝

利
へ
の
道
を
切
り
拓
い
て
い
く
に
違
い
な

い
。

ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ
は
、
空
気
の
入

っ
た
ゴ
ム
チ
ュ
ー
ブ
を
布
で
覆
っ
た
柔
ら

か
い
武
器
で
対
戦
す
る
ス
ポ
ー
ツ
だ
。
武

器
に
は
、
短
刀
・
小
太
刀
・
長
剣
・
杖
・

棒
・
槍
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
決
ま
っ
た

型
が
な
い
た
め
、
自
分
の
ス
タ
イ
ル
を
追

求
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。
武
器
で

相
手
を
思
い
き
り
打
つ
と
「
パ
ン
！
」
と

高
い
音
が
響
く
が
、
そ
の
割
に
は
痛
み
が

な
い
の
で
、
女
子
部
員
が
多
い
の
も
特
徴

だ
。こ

れ
ま
で
、
全
日
本
学
生
大
会
団
体
戦

優
勝
、
全
日
本
学
生
大
会
男
子
グ
ラ
ン

「
フ
レ
ー
、フ
レ
ー
、金
大
、フ
ァ
イ
ト
！
」

大
き
な
掛
け
声
が
体
育
館
に
響
く
。
金
大

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
は
、
今
年
の
北
陸
地
区

国
立
大
学
体
育
大
会
で
男
女
と
も
に
団
体

優
勝
と
い
う
好
成
績
を
収
め
た
強
豪
だ
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
は
、
ト
ッ
プ
選
手
で
は

ス
マ
ッ
シ
ュ
の
速
度
が
4
0
0
㎞
／
h
に

も
な
る
と
い
う
、
ス
ピ
ー
ド
感
あ
ふ
れ
る

ス
ポ
ー
ツ
。
試
合
で
は
お
よ
そ
20
分
間
ス

ト
ッ
プ
と
ダ
ッ
シ
ュ
を
繰
り
返
す
た
め
、

持
久
力
・
集
中
力
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の

対
策
と
し
て
、
日
頃
の
練
習
で
は
週
3

回
、
毎
回
3
時
間
、
み
っ
ち
り
と
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
行
う
。「
緩
急
を
つ
け
た
り
、

Circle 
introduction

サークル紹介

バドミントン部の活躍はここで！
http://kubc2011.web.fc2.com/

小太刀護身道部の活躍はここで！
http://www.geocities.co.jp/CollegeLife-Labo/8458/

自分のスタイルで勝負

熱い想いをシャトルに乗せて
バドミントン部

これと決めた武器で極める

小太刀護身道部
（スポーツチャンバラ部）

仲間と過ごす時間は，
未来へ続くネットワーク。
金沢大学学生支援サイト サークル活動http://ghp.adm.kanazawa-u.ac.jp/archives/12.html

仲間を全力で応援
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AA
医学類教育棟横「荊

けいきょく

棘の門」
「医学の道こそ『荊棘の道を開く』ことにある」との意を込めて，
医学部卒業生から贈られた。

B
附属病院中庭「宝の島」
かけがえのない命と健康を象徴する，地中海の小島とオリーブの木，
青い海原が癒しの空間をつくる。金沢美術工芸大学生がデザイン。

D 保健学類渡り廊下天井

C
医学類旧書庫

F
医学図書館前「Gene of Library」（図書館の遺伝子）

DNAの二重らせん構造を医学書の積み重ねで
表現したもの。

E
保健学類学生ラウンジ天井

金大おもしろ
スポット！

発見!!

TAKARAMACHI-
TSURUMA CAMPUS

宝町・鶴間キャンパスのあちこちで
見られるちょっとハテナ？なもの。

それぞれの場所は本誌P15で,
角間キャンパス編は18号でチェック！

どこに
つながって
いるの？

ワッフル
みたい！

病院の中に
南の島？

見上げれば
満天の星

絶妙の
バランス！

ド根性！
庇
ひさし

から生えてます
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9/6

国
立
六
大
学
学
長
会
議
・
国
立
六

大
学
連
携
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
協
議

会
を
開
催

17
日
に
は
、
国
立
六
大
学
（
千
葉
、
新
潟
、

金
沢
、
岡
山
、
長
崎
、
熊
本
）
連
携
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
に
よ
る
新
技
術
説
明
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

9/20・25・26

金
沢
大
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
修
を

実
施

9/20

医
薬
保
健
研
究
域
附
属
脳
・
肝
イ

ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
メ
デ
ィ
シ
ン
研

究
セ
ン
タ
ー
が
「
脳
・
肝
イ
ン
タ

ー
フ
ェ
ー
ス
メ
デ
ィ
シ
ン
研
究
セ

ン
タ
ー
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催

9/26

平
成
25
年
9
月
期
金
沢
大
学
学
位

記
授
与
式
を
挙
行

9/29

能
登
「
里
山
里
海
マ
イ
ス
タ
ー
」

育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
第
一
期
生
修
了

式
を
挙
行

8/26-9/6

カ
ン
ボ
ジ
ア
・
ア
ン
コ
ー
ル
世
界

遺
産
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実

施

8/29

北
陸
地
区
国
立
大
学
連
合
学
長
会

議
・
協
議
会
合
同
会
議
を
開
催

S
eptem

ber

9
月

9/5-7

就
職
支
援
室
が
「
キ
ャ
リ
ア
ラ
ー

ニ
ン
グ
東
京
バ
ス
ツ
ア
ー
」
を
実

施

学
生
が
企
業
・
省
庁
訪
問
や
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
と

の
懇
談
会
な
ど
で
、
社
会
人
と
し
て
必
要
な

ス
キ
ル
を
学
び
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

入
試
・
学
生
生
活
個
別
相
談
、
留
学
説
明

会
、
保
護
者
・
高
校
生
向
け
説
明
会
、
在
学

生
に
よ
る
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
を
実

施
。
2
日
間
で
1
万
人
を
超
え
る
高
校
生
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

8/8・9

オープンキャンパス
入
試
・
学
生
生
活
個
別
相
談
、
留
学
説
明

会
、
保
護
者
・
高
校
生
向
け
説
明
会
、
在
学

生
に
よ
る
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
を
実

万
人
を
超
え
る
高
校
生
で
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July

7
月

7/10-9/27

資
料
館
企
画
展
「
ウ
ォ
ー
ル
・
チ

ャ
ー
ト
・
ア
ー
ツ
～
教
育
掛
図
の

イ
メ
ー
ジ
～
」
を
開
催

明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
活
躍
し
た
加
賀
象ぞ

う

嵌が
ん

師
・
9
代
目
水
野
源
六
の
作
品
を
初
公
開
し
ま

し
た
。

7/14-8/4

公
開
市
民
講
座
「
資
源
化
さ
れ
る

文
化
」
を
開
講

文
化
資
源
を
テ
ー
マ
に
、
4
回
に
わ
た
り
紹

介
し
ま
し
た
。

7/20

附
属
図
書
館
と
里
山
里
海
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
環
境
学
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
里
山
×
里

海
×
文
学
」
を
開
催

7/23

国
際
化
に
向
け
特
別
講
演
会

城
内
実
外
務
大
臣
政
務
官
を
講
師
に
迎
え
、

教
職
員
の
国
際
意
識
の
醸
成
を
目
的
と
し
て

行
い
ま
し
た
。

Ｐ
4・
5
に
関
連
記
事

8/26-9/6

カ
ン
ボ
ジ
ア
・
ア
ン
コ
ー
ル
世
界

遺
産
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実

施

8/29

北
陸
地
区
国
立
大
学
連
合
学
長
会

議
・
協
議
会
合
同
会
議
を
開
催

S
eptem

ber

9
月

9/5-7

就
職
支
援
室
が
「
キ
ャ
リ
ア
ラ
ー

ニ
ン
グ
東
京
バ
ス
ツ
ア
ー
」
を
実

施

学
生
が
企
業
・
省
庁
訪
問
や
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
と

の
懇
談
会
な
ど
で
、
社
会
人
と
し
て
必
要
な

ス
キ
ル
を
学
び
ま
し
た
。

国 際 交 流
6/1

第
62
回
金
沢
百
万
石
ま
つ
り
の
踊

り
流
し
で
国
際
機
構
留
学
生
セ
ン

タ
ー
チ
ー
ム
が
「
ホ
ー
ヤ
ネ
賞
」

を
受
賞

6/12

プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
な
ど
の
学
生

と
の
交
流
会

石
川
県
「P

II

＝
プ
リ
ン
ス
ト
ン
・
イ
ン
・
い

し
か
わ
」
事
業
の
一
環
で
実
施
し
ま
し
た
。

6/25-30

留
学
生
に
よ
る
茶
器
・
書
道
展

29
日
に
は
、
留
学
生
が
お
茶
を
振
る
舞
い
ま

し
た
。

6/26-28

派
遣
留
学
説
明
会
・
海
外
留
学
フ

ェ
ア

延
べ
2
3
0
名
の
学
生
が
参
加
し
ま
し
た
。

7/1

南
太
平
洋
大
学
の
学
生
と
交
流

外
務
省
「
J
E
N
E
S
Y
S
2
・
0
及
び
北
米

地
域
と
の
青
少
年
交
流
」
事
業
の
一
環
で
実

施
し
ま
し
た
。

9/5

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
北
陸
・
金
沢
大
学
地
域

別
研
修

7/24

北
陸
三
県
高
等
学
校
長
と
の
懇
談

会
を
開
催

7/25

附
属
特
別
支
援
学
校
創
立
50
周
年

研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

7/30

学
際
科
学
実
験
セ
ン
タ
ー
が
ひ
ら

め
き
☆
と
き
め
き
サ
イ
エ
ン
ス
を

開
催

小
学
生
が
、
染
色
体
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

8/6

理
工
学
域
が
「
理
学
の
広
場
～
夏

休
み
高
校
生
の
た
め
の
理
学
体
験

セ
ミ
ナ
ー
～
」
を
開
催

県
内
の
高
校
生
1
1
5
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

8/7

理
工
学
域
、
技
術
支
援
セ
ン
タ
ー

が
「
小
中
学
生
の
た
め
の
も
の
づ

く
り
教
室
」
を
開
催

A
ugust

8
月
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★マークはサークルのイベント。　（　）は開催場所です。
 ＊マークは金沢大学サテライト・プラザで開催します。
特に明記がないものは金沢大学キャンパスで開催します。

 1-7	 資料館写真展「よみがえる城内キャンパス」（金沢城公園）
 1-22	 資料館特別展「二十年目の邂

かい

逅
こう

－泣き別れになった
四高物理実験機器」

 1-28	 附属図書館企画展「松浦曻
のぼる

展」
 2	 第7回ホームカミングデイ
 2	 第2回留学生ホームカミングデイ
 2	 創基150年記念植樹式
 2	 ふれてサイエンス＆てくてくテクノロジー
 2･3	 医学展
 2-4	 金大祭
 2-12/1	 第63回北陸三県大学学生交歓芸術祭（福井大学ほか）★

 2-12/7	 法科大学院生による無料法律相談＊
 16	 北陸4大学連携まちなかセミナー
 	「地域の魅力とまちづくり」＊

 20	 第5回北陸理工系企業技術・研究開発マーケット
 30	 マンドリンクラブ定期演奏会（金沢市文化ホール）★

 3	 金沢大学・北陸先端科学技術大学院大学
 	 第13回研究交流会（ITビジネスプラザ武蔵）
 7	 竹糸会定期演奏会（石川県文教会館）★
 13	 附属図書館シンポジウム「地球と人類のCO2物語：

二酸化炭素とのつきあい方を考えてみよう」
 14	 琴尺八部邦楽演奏会（石川県立音楽堂）★
	上旬-3/下旬	 資料館企画展「リアリステック・スコープ（ステレオ・

スコープ）とカメラ展（仮）」
 21	 Modern	Jazz	Society定期演奏会（石川県立音楽堂）★
 23	 吹奏楽団定期演奏会（金沢歌劇座）★
 26	 ピアノの会定期演奏会（石川県立音楽堂）★

11月

【部門別日程】
吹奏楽，写真	 2・3	 管弦楽	 16・17
軽音楽	 4	 放送劇	 30・12/1
書道	 15・16・17

12月

 18･19	 大学入試センター試験
 25	 合唱団定期演奏会（金沢市文化ホール）★

 15	 ミニ講演「大気の環境科学（仮）」＊
 25･26	 一般入試	前期日程

 4	 附属高等学校卒業式
 7	 附属特別支援学校卒業式
 8	 前期日程	合格発表
 8	 宝生会能楽発表会（石川県立能楽堂）★
 11	 附属幼稚園修了式
 12	 一般入試	後期日程
 13	 附属中学校卒業式
 14	 附属小学校卒業式
 22	 後期日程	合格発表
 22	 学位記・修了証書授与式（いしかわ総合スポーツセンター）

 7	 入学宣誓式（いしかわ総合スポーツセンター）
 8	 履修ガイダンス
 8	 附属小学校・中学校・高等学校・特別支援学校入学式
 9	 オリエンテーション
 10	 前期授業開始
	上旬	 附属幼稚園入園式
	上旬-6/下旬	 資料館新歓展「金沢大学へようこそ（仮）」

2014

1月

2月

3月

4月

公開講座　地域の皆さまの生涯学習をお手伝いいたします。

 11/7-21 	広報を構成する　広報力を高める＊
 11/20-27 判例から考える学校における事故＊
 2/17-19 	薬局見学・体験ツアー

	問い合わせ
金沢大学地域連携推進センター
TEL（076）264-5272・5273　FAX（076）234-4045
E-mail : kaihou@adm.kanazawa-u.ac.jp
http://www.kanazawa-u.ac.jp/faculty/kaiho_c/kouza.htm

北陸4大学連携まちなかセミナー
「地域の魅力とまちづくり」
金沢大学・富山大学・福井大学・北陸先端科学技術大学院大学
が連携して行うセミナーです。	
会場：金沢大学サテライト・プラザ	
入場：無料
講演1	
「地域づくりの最前線	～ビジネス
手法で地域課題解決！！～」	
講演2	
「まちづくりと支援者の関わり」	
講演3	
「サービス発想のまちづくり」

博労町南博労町南

博労町博労町
下堤町下堤町

むさし　むさし　

袋町袋町

上堤町上堤町

尾崎神社尾崎神社

●北國銀行●北國銀行

近世史料
館前

近世史料
館前 ホテル●ホテル●

●

松ヶ枝
公民館

●

松ヶ枝
公民館

●近江町
   パーキング
●近江町
   パーキング

めいてつ
エムザ
めいてつ
エムザ

P

金沢大学サテライトプラザ金沢大学サテライト・プラザ

近江町市場

●彦三郵便局●彦三郵便局至金沢駅至金沢駅

至香林坊至香林坊
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学
際
科
学
実
験
セ
ン
タ
ー
の
西
内
巧
准
教

授
、
浅
野
智
哉
博
士
研
究
員
と
名
古
屋
大
学

の
研
究
グ
ル
ー
プ
が
米
国
生
物
学
専
門
誌

「P
LO
S
	P
athogens

」
に
論
文
掲
載

植
物
病
原
菌
か
ら
未
知
の
毒
性
タ
ン
パ
ク
質
を

発
見
し
、
植
物
体
内
で
の
解
毒
メ
カ
ニ
ズ
ム
を

解
明
。
赤
か
び
原
菌
に
よ
る
農
作
物
被
害
の
軽

減
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

9
月

文
部
科
学
省
「
平
成
25
年
度
科
学
技
術
人
材

育
成
費
補
助
事
業
」
に
採
択

事
業
名
「
女
性
研
究
者
活
動
支
援
事
業
（
拠
点

型
）」

平
成
25
年
度
国
家
公
務
員
採
用
試
験
合
格
者
数

・
総
合
職
（
大
卒
程
度
）
14
名

・
一
般
職
（
行
政
）
94
名
、（
そ
の
他
）
21
名

平
成
25
年
度
司
法
試
験
合
格
者
数
　
7
名

公
務
員
試
験

司
法
試
験

8
月

文
部
科
学
省
「
平
成
25
年
度
地
（
知
）
の
拠

点
整
備
事
業
」
に
採
択

事
業
名
「
地
域
の
感
性
を
備
え
た
人
材
を
育
て

社
会
を
繋
ぐ
『
地
（
知
）』
の
拠
点
」

理
工
研
究
域
の
ロ
バ
ー
ト
・
ジ
ェ
ン
キ

ン
ズ
助
教
と
上
越
教
育
大
学
の
研
究
グ

ル
ー
プ
が
日
本
古
生
物
学
会
英
文
誌

「P
eleontological	R

esearch

」
に
論
文

掲
載

珍
し
い
巻
き
貝
の
化
石
2
種
を
日
本
で
初
め
て

発
見
。
６
、０
０
０
万
年
前
に
、
グ
リ
ー
ン
ラ
ン

ド
と
太
平
洋
を
行
き
来
で
き
る
海
が
存
在
し
た

証
拠
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

文
部
科
学
省
「
未
来
医
療
研
究
人
材
養
成
拠

点
形
成
事
業
」
に
採
択

事
業
名
「
第
三
の
道
：
医
療
革
新
を
専
門
と
す

る
医
師
の
養
成
」

7
月

理
工
研
究
域
の
生お

越ご
し

友
樹
准
教
授
が
、

大
環
状
お
よ
び
超
分
子
化
学
国
際
会
議

（IS
M
S
C

）「C
ram
-Lehn-P

ed
ersen	

P
rize	2013

」
を
受
賞

超
分
子
化
学
分
野
で
顕
著
な
業
績
を
挙
げ
て
い

る
若
手
研
究
者
と
し
て
、
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

6
月

文
部
科
学
省
「
平
成
25
年
度
留
学
生
交
流
拠

点
整
備
事
業
」
に
採
択

テ
ー
マ
「
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
に
よ
る
地
域
と
つ
な

ぐ
留
学
生
支
援
ア
プ
リ
の
開
発
」

理
工
研
究
域
の
小
田
竜
樹
教
授
ら
の
国
際

研
究
チ
ー
ム
が
英
国
科
学
誌
「N

ature	
C
om
m
unications

」
に
論
文
掲
載

電
子
が
有
す
る
3
つ
の
性
質
を
組
み
合
わ
せ
る

こ
と
に
世
界
で
初
め
て
成
功
。
パ
ソ
コ
ン
で
の

論
理
演
算
な
ど
に
お
け
る
高
効
率
・
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
化
の
加
速
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

7
月

文
部
科
学
省
「
地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略

支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
採
択

テ
ー
マ
「
北
陸
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
ク
ラ
ス

タ
ー
」

受
賞

研
究
・
教
育
実
績

6
月

韓
国
・
全
北
大
学
と
大
学
間
交
流
協
定
を
締

結7
月

が
ん
進
展
制
御
研
究
所
が
韓
国
・
ソ
ウ
ル
大

学
が
ん
研
究
所
と
部
局
間
交
流
協
定
を
締
結

9
月

カ
ナ
ダ
・
ユ
ー
コ
ン
カ
レ
ッ
ジ
と
大
学
間
交

流
協
定
を
締
結

ト
ル
コ
・
チ
ャ
ナ
ッ
カ
レ	
オ
ン
セ
キ
ズ
マ

ル
ト
大
学
と
大
学
間
交
流
協
定
を
締
結

タ
イ
・
ナ
レ
ー
ス
ワ
ン
大
学
と
大
学
間
交
流

協
定
を
締
結

7
月

石
川
県
、
県
内
3
大
学
、
大
手
企
業
3
社
と

革
新
複
合
材
料
の
研
究
開
発
に
係
る
協
力
協

定
を
締
結

交
流
協
定

そ
の
他
連
携
・
協
定

賞状を手にする生越准教授（左）

左から濱大和ハウス工業（株）取締役常務執行役員，橋口
コマツ産機（株）代表取締役社長，日覺東レ（株）代表取締役
社長，谷本石川県知事，片山北陸先端科学技術大学院大
学長，中村学長，石川金沢工業大学長

解毒メカニズムとなるタンパク質チオニン2.4（Thi2.4）

（赤かび病菌
のレクチン様
タンパク質）

教　育 研　究

社会貢献

COC本部
金沢大学

アカデミア
部門

地域ﾆ-ｽ ・゙ｼ-ｽﾞ
部門

ｲﾝﾃﾘｼﾞｪﾝﾄ・ﾗｲﾌ
部門

共通教育機構
学域・研究域

研究域
センター

地域連携推進ｾﾝﾀ-
O-FSI 等

COC 本部

運営会議
諮問会議

外部評価委員会
学生アンケート
地域住民アンケート

外部評価委員会
学生アンケート
地域住民アンケート

PlanDo

Check Act

推進組織のイメージ
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Acanthusとは
古代ギリシャ・ローマに由来する植物で，和名を葉
薊（ハアザミ）といいます。金沢大学校章のモチーフ
となっていることから，キャンパス内施設に名称が
使われるなど，長年にわたり学生や教職員に親しま
れています。

［表紙写真］
人間社会第2講義棟（角間キャンパス）
特徴的な扇形のエントランスを出て緩やかな坂を下
りていくと，中央図書館や学生でにぎわう大学会館が
ある広場へとつながります。モデルはサークル紹介に
登場したバドミントン部，小太刀護身道部の皆さん。

大学会館


